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側最大握力と手指 Brunnstrom recovery stage（手指 BRS）、感覚機能として Stroke impairment assessment 
set（SIAS）の触覚および位置覚の点数、痙縮の評価はModified Ashworth Scale（MAS）を独立変数として
共分散分析を行った。この際、手指 BRSでは、ステージ III以下を重度麻痺群、ステージ IV以上を軽度麻痺
群とし、SIAS は 3 点を正常、それ以外を感覚障害あり、MAS は 0 を正常、それ以外を痙縮ありとして、そ




と非利き手の反応手の間には有意差を認めなかった（p > 0.1）。 
 脳卒中患者に対する検討：脳卒中患者では、麻痺手の反応時間が、非麻痺手の反応時間より長かった（p < 
0.05）。さらに、運動群と提示画像群との間に有意な交互作用を認め、力発揮動作時の実験条件の反応時間は、
コントロール条件の反応時間より短い傾向を認めた（p < 0.1）が、脱力では有意差を認めなかった。共分散
分析の結果、色画像提示時の力発揮時間は最大握力との間に有意な相関を認めなかった（色画像：r2 = 0.31、 
p > 0.1）のに対し、他者運動画像提示時には、負の相関傾向を認めた（他者運動画像：r2 = 0.32、 p < 0.1）。
つまり、他者運動画像提示時には、握力が強いほど力発揮時間が短い傾向を示した。手指 BRS においては、
色画像および他者運動画像のどちらにおいても軽度麻痺群の力発揮時間が重度麻痺群よりも短い傾向を認め
た（p < 0.1）。年齢において、色画像提示時の脱力時間と年齢間に正の相関傾向を認めた（色画像：r2 = 0.24、 
p < 0.1）が、他者運動画像提示時には有意な相関は認めなかった（他者運動画像：r2 = 0.19、 p > 0.1）。ま
た、色画像および他者運動画像ともに軽度麻痺群の脱力時間が重度麻痺群よりも短かった（p < 0.05）。 
【結論】 
本研究では、健常成人および脳卒中患者に対し、力制御の 3つの要素のうち、力制御の速さが視覚情報の影
響を受けるのかについて検討した。その結果、健常成人においては、力制御の速さが他者運動という視覚情報
の影響受けることが明らかとなった。このことは、健常成人において力発揮だけではなく脱力においても模倣
が可能であることを示している。一方、脳卒中患者では、力発揮のみが他者運動という視覚情報の影響受ける
傾向があるが、脱力では視覚刺激の影響を受けないことから、力発揮と脱力は異なる機序でそれぞれが独立し
て活動していることを示している。また、脳卒中患者では力発揮だけではなく脱力動作の速さの制御も障害さ
れており、その程度は、手指分離運動の回復段階と関係し、麻痺が軽度である程、脱力が速いことが示された。
脱力時間は他者運動観察時に年齢の影響を受けなかったことから、脳卒中患者において他者運動の観察を運動
訓練に取り入れることは有用であると思われる。本研究の結果は力の微細な制御が必要とされる手指の巧緻運
動の訓練を考える上で有用な情報を提供すると思われる。 
